
 

 

 

 

1 調査結果 

(1) 分布状況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

正答数の最頻値は 17問、平均正答数は 15.0問です。R６年度と比較して、正答数が 16問以上の層が増加した
分布となっており、思考・判断・表現の正答率が全体的に増加していることが要因と考えられます。また、正答数
が５問以下の児童は全体の4.5％であり、R６年度から1.1ポイント減少しています。この層に属する児童へのき
め細やかな指導の成果が見られますが、今後も継続的な指導が必要です。                

 
(2) 領域等の正答率  

観  点 ・ 領  域  等 正答率 （ ）はR6 

知識・技能                  （ 9問 ） 66.3 % （ 67.2 % ） 

思考・判断・表現（話すこと・聞くこと）    （ 4問 ） 64.2 % （ 57.0 % ） 

思考・判断・表現（書くこと）          ( 4問 ） 63.0 % （ 55.8 % ） 

思考・判断・表現（読むこと）               （ 7問 ） 56.9 % （ 49.8 % ） 

令和６年度と比較し、観点別では「思考・判断・表現」が各領域とも7ポイント程度上回っています。一方で、
「知識・技能」は全体で 0.9 ポイント下回っており、令和７年度の特徴として、文脈に沿って語句や漢字を適切
に使うことに課題が見られました。これらは、言語能力の重要な要素であり、全ての教科の学習を支える基盤で
す。生きて働く「知識及び技能」として習得することが重要となるため、言語活動の充実を図る中で、児童の興
味・関心や学習の必要に応じて語句の使い方を吟味したり、漢字を適切に使ったりする場面を設定し、習得した
語句や漢字を活用するよう働きかけるなど、指導の工夫が必要となります。 

 
(3) 結果概要 

  ア〔知識及び技能〕について 
   ○「漢字の由来、特質について理解する」は良好でした。 
   ●「修飾と被修飾との関係を理解する」について、昨年と比較して正答率は上昇していますが、課題は継続し 

ています。 
イ〔思考力，判断力，表現力等〕（話すこと・聞くこと）について 
 ○「意図に応じて質問を工夫している」は比較的良好でした。 
 ●「互いの意見の共通点や相違点に着目して、考えをまとめている」について課題が見られます。 

（授業実践アイディア例 参照） 
ウ〔思考力，判断力，表現力等〕（書くこと）について 
 ○「自分の考えとそれを支える理由との関係を明確にして文章を書く」は、比較的良好でした。 
 ●「自分の考えを伝えるための書き表し方を工夫する」について課題が見られます。 
エ〔思考力，判断力，表現力等〕（読むこと）について 
○「登場人物の心情について、描写をもとに捉えて読む」については良好でした。 
●「場面の展開を捉えて読む」（短答式問題）について課題が見られます。（授業実践アイディア例 参照） 

 
(4) 経年比較問題の状況（（○改善、◇改善傾向、●課題が継続、△▼はR6県学調との比較により増減を表す） 

通し番号 正答率 比較 調査のねらい 
●13(読) 56.1 ▼17.0 場面の展開を捉えて読む。 

●16（知・技） 50.2 △10.6 修飾と被修飾との関係を理解する。 
●20(読) 52.1 ▼0.8 段落相互の関係に着目して読む。 
○24(書) 59.7 △12.1 自分の考えとそれを支える理由との関係を明確にして文章を書く。 

            R7             R6

令和７年度学習定着度状況調査 指導資料      令和７年12月 発行 岩手県教育委員会 

授業改善の手引 小学校第５学年国語 



小問正答グラフ

1 2 3 4 5 6 9 0
選択 選択 選択 選択 誤答 正答 無回答

1 話の中心が明確になるよう話の構成を考える。
83.0

489 388 6774 358 125 0 0 25 選択

2 意図に応じて、質問を工夫する。
77.5

1274 221 177 6320 132 0 0 35 選択

3 互いの意見の共通点や相違点に着目して、考えをまとめる。
28.8

0 0 0 0 4737 2350 0 1072 記述

4 目的を意識して、伝え合うために必要な事柄を考える。
67.5

5504 917 723 789 156 0 0 70 選択

5 自分の考えを伝えるための書き表し方を工夫する。
61.2

4997 1525 668 795 119 0 0 55 選択

6 文章全体の構成や書き表し方などに着目して、文章を整える。
69.1

304 1069 5635 747 204 0 0 200 選択

7 文脈に沿って、語句を適切に使う。（対義語）
72.3

0 0 0 0 2199 5903 0 57 記述

8 文脈に沿って、漢字を適切に使う。
53.6

323 1257 1859 4371 238 0 0 111 選択

9 漢字の由来、特質について理解する。
73.9

496 6026 589 699 209 0 0 140 選択

10 第４学年配当漢字「香（り）」を正しく書く。
76.3

0 0 0 0 1267 6226 0 666 記述

11 第４学年配当漢字「未満」を正しく書く。
39.9

0 0 0 0 4089 3252 0 818 記述

12 登場人物の様子について、叙述を基に捉えて読む。
72.8

5938 418 1515 131 94 0 0 63 選択

13 場面の展開を捉えて読む。
56.1

426 1676 4575 1027 245 0 0 210 選択

14 第５学年配当漢字「勢（い）」を正しく読む。
78.7

0 0 0 0 1560 6425 0 174 記述

15 第５学年配当漢字「測（った）」を正しく読む。
87.3

0 0 0 0 783 7123 0 253 記述

16 修飾と被修飾との関係を理解する。
50.2

501 1611 1472 4092 319 0 0 164 選択

17 登場人物の心情について、描写を基に捉えて読む。
26.8

0 0 0 0 5080 2189 0 890 記述

18 登場人物の心情について、描写を基に捉えて読む。
80.9

381 6601 499 331 139 0 0 208 選択

19 国語辞典の使い方を理解する。
64.3

606 623 5246 1394 111 0 0 179 選択

20 段落相互の関係に着目して読む。
52.1

1105 1417 977 4253 150 0 0 257 選択

21 目的を意識して、中心となる語を見付けて読む。
58.8

2143 4794 151 626 182 0 0 263 選択

22 目的を意識して、中心となる語を見付けて読む。
50.9

0 0 0 0 2968 4157 0 1034 記述

23 段落構成を考えながら指定された長さの文章を書く。
62.0

0 0 0 0 2199 5062 0 898 記述

24 自分の考えとそれを支える理由との関係を明確にして文章を書く。
59.7

0 0 0 0 2327 4873 0 959 記述

0 0 0 0 0 0 0 0 選択

0 0 0 0 0 0 0 0 選択

0 0 0 0 0 0 0 0 選択

0 0 0 0 0 0 0 0 選択

0 0 0 0 0 0 0 0 選択

0 0 0 0 0 0 0 0 選択

0 0 0 0 0 0 0 0 選択

0 0 0 0 0 0 0 0 選択

0 0 0 0 0 0 0 0 選択

0 0 0 0 0 0 0 0 選択

0 0 0 0 0 0 0 0 選択

0 0 0 0 0 0 0 0 選択

0 0 0 0 0 0 0 0 選択

0 0 0 0 0 0 0 0 選択

0 0 0 0 0 0 0 0 選択

0 0 0 0 0 0 0 0 選択

出題形式岩手県 正答率
５年
国語

     選   択   №   　　　　　　　　(人)　


